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長
崎
は
日
本
最
西
端
に
あ
り 、
資
源
が
豊
富
な
都
市
で

あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い 。
国
立
公
園
第
1

号
に
据
定
さ
れ
た
雲
仙
天
草
国
立
公
園 ‘．
来
年
は
「
長
崎

と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
選
産」
も
推
薦
さ

れ
る
見
通
し
と
な
っ

た 、
歴
史
文
化
と
自
然
の
観
光
資
源 °

ま
た 、
水
産
資
源
で
は 、
東
シ
ナ
海
を
中
心
と
し
た
豊
富

な
漁
場
に
恵
ま
れ 、
日
本
有
数
の
水
瘍
げ
量
を
誇
る °
畜

産
で
は
「
第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会」
の
肉
廣
を
競

う
「
肉
牛
の
部」
で 、
長
崎
瞑
代
表
が
墨
暉
賞
に
あ
た
る

名
誉
賞
（
内
閻
総
理
大
臣
賞）
を
受
賞 °
農
産
物
も 、
生

産
量
が
全
国
10
位
内
に
入
る
ビ
ワ 、
ジ
ャ

ガ
イ
モ 、
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス 、
タ
マ
ネ
ギ 、
ミ
カ
ン 、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー 、

シ

ョ
ウ
ガ
な
ど 。
一
方 、
工
業
産
業
面
で
は 、
三
菱
重
工
業

（
東
証一
部）
の
主
幹
事
業
所
で
あ
る
長
崎
造
船
所
を
は

じ
め 、
中
型
規
模
の
造
船
所 、
こ
れ
ら
の
技
術
を
応
用
し

た
特
殊
機
械
の
メ
ー

カ
ー

な
ど
も
健
闘
し
て
い
る
も
の

の 、
全
国
的
な
展
開
と
し
て
の
中
小
企
業
の
露
出
は
少
な

か
っ

た 。
一
因
と
し
て
は 、
大
規
模
な
経
済
規
模
地
域
か

ら
遼
隔
で
あ
る
と
い
う
長
崎
の
地
政
的
環
境
が
あ
げ
ら
れ

る 。
こ
の
よ
う
な
な
か 、
そ
の
中
小
企
業
で
新
た
な
動
き

が
生
ま
れ
た 。

【
長
崎
支
店

妹
川
武
史】

一
時
期 、
ビ
ジ
ネ
ス
方
法

の
特
許
（
以
下
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
特
許）
と
言
う
言
葉
が

也
に
あ
ふ
れ
た
時
期
が
あ
っ

た 。
ピ
ー

ク
は
2
0
0
0
年

で
1

万
9
2
3
1

件
と
な
っ

た
が 、
そ
の
後 、
減
少
の一

途
を
た
ど
り 、
11
年
に
は
約

3
分
の
1

ま
で
減
少
し
た 。

誕
生
、

そ
し
て
、
全
国
へ

土―

t
c
ス
乞<
1
翡
1 ‘.
（
翌

点
と
し
て
放
射
状
に
広
が
る

の
に
対
し 、
天
神
地
下
街
は

11

回
遊
の
軸
II

と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る 。

そ
の
天
神
地
下
街
は
今

年 、
開
業
40
周
年
を
迎
え
た 。

鉄 、
レ
ン
ガ 、
石
を
基
調
と

し
た
19
世
紀
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

街
並
み
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
街

路
は
開
業
時
と
ほ
ぼ
変
わ
ら

な
い
が 、
節
自
を
迎
え
る
に

あ
た
り
全
4
カ
所
の
ト

イ
レ

を
改
装
し
た
ほ
か 、
テ
ナ
ン

現
在 、
徐
々
に
回
復
傾
向
と

な
っ

て
い
る
が 、
実
際
に
取

り
組
む
中
小
企
業
は
少
な

く 、
制
度
を
生
か
し
き
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る 。

躙
在 、
特
許
庁
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
で
特
許
及
び
実
用
新
案

に
お
い
て
「
長
崎
票」
で
検

索
を
行
う
と 、
2
9
7
件
が

検
索
結
果
と
し
て
出
て
く

る 。
そ
の
内 、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
特
許
に
属
す
る
と
見
ら
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晴天でも雨天でも通行人数がさほど変わ l
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あ
ら
ゆ
る
も
の
を
つ
な
ぐ
役

割
を
担
え
る
場
所
で
あ
り
た

い 、
と
の
想
い
を
込
め
た」

と
い
う 。

利
用
客
低
下
の
リ
ス
ク

市
地
下
鉄
七
隈
線
の
利
用

者
が
博
多
駅
や
福
岡
空
港
へ

向
か
う
た
め
に
は 、
天
神
南

駅
で
降
車
し 、
天
神
地
下
街

を
経
由
し
て
空
港
線
に
乗
り

換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

そ
の
数
は
1
日
約
2

万
人
に

れ
る
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
結

果
は
21
件
と
な
る 。
今
年
に

つ
い
て
は 、
9
月
現
在
で
1

件
の
み
で
あ
る 。
そ
の
よ
う

な
中
に
あ
っ

て 、
長
崎
票
内

4
閻
巌
切
fEr `L
ノ
4
4
4
4)
そ

客
足
も
あ
る
が 、
新
た
な
回

遊
が
生
ま
れ
る
可
能
性
も
あ

歪
市
場
ト
レ
ン
ド

や
多
様

な
ニ
ー

ズ
を
取
り
込
み
な
が

ら 、
テ
ナ
ン
ト
リ
ニ
ュ
ー

ア

ル
な
ど
の
活
性
化
を
実
施

し 、
南
端
エ
リ
ア
を
中
心
と

し
た
施
設
全
体
の
魅
力
向
上

を
図
り
た
い」
と
話
す 。

福
岡
市
は 、
空
港
と
都
心

部
の
ア
ク
セ
ス
が
良
好
で
あ

る
半
面 、
市
街
地
の
大
半
が

航
空
法
に
よ
る
建
物
の
高
さ

の
中
小
企
業
が
地
元
企
業
複

数
社
と
連
携
し 、
長
崎
瞑
発

の
ニ
ュ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
特
許
出
願

を
果
た
し
た 。

ノ
1
¢-
（
ナ
月
l
C
C
ノs

増
加
し 、
同
辺
商
業
施
設
の

売
上
増
な
ど
で
年
間
8
5
0

0
億
円
の
経
済
波
及
効
果
が

見
込
ま
れ
る 。

同
地
区
で
も 、
地
下
通
路

で
接
続
す
る
施
設
が
少
な
く

な
い 。
再
開
発
が
計
画
ど
お

り
に
進
め
ば 、
地
下
を
経
由

し
て
周
辺
商
業
施
設
に
も
新

た
な
顧
客
が
流
入
す
る
機
会

が
生
ま
れ
る 。
天
神
地
下
街

が
新
た
な
回
遊
を
生
み
出
す

機
軸
に
な
り
そ
う
だ 。

出
願
は 、「
I
S
o
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
認
証
取
得

及
び
維
持
に
関
わ
る
文
書・

記
録
類
の
W
e
b
シ
ス
テ

ム」
で
あ
る 。

会社ISO飛鳥[ASCA]
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企
業
間
で
は 、
取
引
先
の

業
務
管
理
の
水
準
を
把
握
す

る
た
め
に 、
I
S
o
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
（
以
下
I

s
o
)

認
証
取
得
の
有
無
を

基
準
と
す
る
傾
向
に
あ
る

が 、
I
S
O
を
維
持
す
る

側
は 、
人
的・
時
間
的
コ

ス
ト

負
担
を
被
っ

て
い
る

実
態
も
あ
る 。
そ
の一
助

と
な
る
た
め
に 、
I
S
O

の
管
理
用
シ
ス
テ
ム
を
拠

点
間
に
お
い
て
W
e
b
で

つ
な
ぎ
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
運

用
で
き
る
よ
う
に
開
発
し

た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る 。

そ
の
開
発
の
中
核
と
な

っ
た
の
が 、
合
同
会
社
I

s
o
飛
鳥
（
以
下
A
S
c

A 、
長
崎
市）
が
開
発
し

た
「
パ
ト
リ
オ
ッ
ト

シ
ス

テ
ム」
で
あ
る °
代
表
で

開
発
者
の
石
橋
均
氏
に
説

明
を
聞
い
た 。

「
私
は 、
小
さ
い
な
が

ら
企
業
の
経
営
を
胆
い 、

シ
ス
テ
ム
技
術
者
と
し

て 、
I
S
O
の
品
翼・
環

境•
安
全・
情
親 、
そ
れ

に
P
マ
ー

ク
の
審
査
活
動

に
携
わ
り 、
審
査
実
績
は

延
べ
1

千
件
を
超
え
ま
し

た 。
こ
の
経
験
か
ら 、
I

S
O
が
本
来
の
意
図
『
業

六
六

目
け
nそヒヽ‘
/
f

巧
j

/

ス
ク
ー

ル
は
学
術
的
な
講
義

が
中
心
で 、
経
営
実
践
面
の

指
導
や
ア
ド

バ
イ
ス
が
弱

く 、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す

る
欧
米
諸
国
や
中
国
の
ス
ク

ー
ル
に
大
き
く
遅
れ
を
と
っ

て
い
る
感
は
否
め
な
い 。
国

内
ス
ク
ー

ル
の
講
義
を
受
け

持
つ
特
任
教
授
は
日
本
人
の

研
究
者
が
多
く 、
海
外
企
業

と
の
実
践
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
面

で
の
つ
な
が
り
が
弱
い
点
が

背
景
に
あ
る
よ
う
だ 。

ふ
れ
た
大
学
院
生
を
迎
え
入

れ
て
き
た 。

同
校
の
研
究
科
長
で
中
華

ビ
ジ
ネ
ス
研
究
セ
ン
タ
ー

長

ワ
ン

シ
ョ

ウ

ビ
ン

で
も
あ
る
王
効
平
教
授

（
経
済
学
博
士）
は 、
日
中

の
企
業
経
営
比
較
研
究
と
日

本
の
同
族
企
業
研
究
に
お
け

る
権
威 。
同
氏
が
中
心
と
な

っ
て 、
中
国
の
大
学
（
広
洲

市
の
中
山
大
学）
と
連
携
し

務
の
合
理
性
と
確
実
性
の
追
車
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組

求』
か
ら
外
れ
て 、
認
証
維
合
（
東
京
都
港
区）
に
受
け

持
の
た
め
の
響
類
管
理
に
陥
入
れ
ら
れ 、
昨
年
か
ら
加
盟

っ
て
い
る
企
業
が
非
常
に
多
組
織
の
合
同
運
用
が
始
ま

い
こ
と
に
危
機
感
を
覚
え
ま
り 、
本
年
は
1
0
2

社
に
ま

し
た 。
こ
れ
は
I
S
O
の
規
で
広
が
っ

て
い
る 。

格
を
読
み
違
え
て
い
る
と
こ＿
連
携
企
業
コ
メ
ン
ト＿

ろ
が
原
因
で
す 。
例
え
ば 、

一
般
社
団
法
人
長
崎
瞑

内
部
監
査
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

建
設
業
協
会
（
長
崎
市）
会

レ
ビ
ュ
ー

は 、
固
有
名
詞
と
長
谷
村
隆
三
氏
:

I
S

O

し
て
の
そ
れ
ら
を
求
め
て
い
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
は

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん 。
日
企
業
の
業
務
管
理
水
準
の
基

本
の
企
業
で
は 、
経
営
靡
と
準
と
さ
れ
る 。
し
か
し
そ
の

組
織
は
日
常
的
に一
体
化
し
認
証
維
持
に
は
多
く
の
費
用

て
お
り 、
月
次
の
会
議
で
は 、
と
労
力
を
必
要
と
し
た
た

規
格
が
求
め
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
め 、
一
度
は
認
証
取
得
し
た

ト
レ
ビ
ュ
ー

の
経
営
の
方
向
も
の
の
継
続
を
断
念
し
た
例

性
な
ど
が
協
議
さ
れ
て
い
ま
も
多
い 。
原
因
は
認
証
審
査

す 。
内
部
監
査
も 、
工
場・

機
関
あ
る
い
は
審
査
貴
が 、

現
場
の
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
な
そ
の
本
顕
的
理
解
が
な
い
ま

ど
で
実
施
し
て
い
ま
す 。
パ

ま
形
式
的
書
類
シ
ス
テ
ム
を

ト
リ
オ
ッ
ト

シ
ス
テ
ム
は 、

強
要
し
た
こ
と
に
あ
る 。
我

日
常
業
務
に
溶
け
込
ん
で
い
国
の
企
業
は
本
来 、
実
務
に

る
I
S
O
の
要
素
を
見
つ
け
品
翼
管
理
に
関
わ
る
多
く
を

出
し 、
更
に
麿
き
を
か
け
る
内
在
し
て
お
り 、
そ
の
合
理

仕
組
み
に
な
る
よ
う 、
経
営
的
位
置
づ
け
と 、
ネ
ッ
ト

ワ

者・
シ
ス
テ
ム
技
術
者・
審
ー

ク
シ
ス
テ
ム
運
用
へ
と
辰

査
貴 、
こ
の
3

者
の
立
場
で
開
し
た
パ
ト
リ
オ
ッ
ト

シ
ス

納
得
の
い
く
よ
う
に
開
発
し
テ
ム
に
期
待
す
る

ま
し
た」
と
コ
メ
ン
ト
し
て

向
ア
ル
テ
ッ
ク
情
親
シ
ス

い
る 。

テ
ム
（
同）

代
表
取
締
役

こ
の
思
想
が 、
全
国
1
4

久
保
盟
氏
泣コ
社
は 、
職
業

1
の
組
織
群
で
遵
用
す
る
組
訓
練・
社
貴
研
修•
各
種
セ

合
組
織 、
N
G
P
日
本
自
動
ミ
ナ
ー

の
開
催 、
ホ
ー

ム
ペ

つ
つ 、
真
に
海
外
で
通
用
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー

ダ
ー

を
育
4

て 、
日
本
企
業
の
現
地
進
出
i

の
サ
ポ
ー
ト

か
ら
臭
体
的
な
i

商
談
機
会
の
創
出
ま
で
支
援
一

し
て
い
る 。
同
時
に
日
中
間
（

の
企
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト

（

ナ
ー

と
し
て
互
い
に
発
展
で
[

き
る
よ
う 、
祖
手
を
知
り 、
年

共
通
点
を
認
識
す
る
た
め
の
一

研
究
も
進
め
て
お
り 、
海
外
（コ

=＝＝＝＝＝＝＝＝=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝-

n

 

ー
ジ
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
な
ど
ャ

な
り
わ
い

を
生
業
と
す
る
な
か
で 、
I
l

S
O
の
業
務
へ
の
有
効
性
を
i

提
唱
す
る
A
S
C
A
の
事
業
七

活
動
を
長
年
注
視
し
て
い

た 。
今
回
目
指
し
て
い
る
I

『

S
O
を
W
e
b
で
運
営
す
る
i

仕
組
み
は 、
企
業
に
と
っ

て
〈

I
S
O
が
コ
ス
ト

で
な
く 、

〈

実
際
の
業
務
の
効
率
を
高
め
一，

る
仕
組
み
に
す
る
こ
と
が
で
斤

き
る
と
期
待
す
る

i〈[
 

発
信

大
企
業
に
比
べ
経
営
資
源
企

が
限
定
さ
れ
る
中
小
企
業
で
テ

は 、
新
商
品 、
新
シ
ス
テ
ム

等
の
開
発
に
は
限
界
が
あ
い

り 、
こ
の
よ
う
に 、
地
元
企
）

業
が
連
携
し
な
が
ら
開
発
と
芦

実
際
の
販
売
展
開
を
進
め
特
呻

許
出
願
す
る
こ
と
で 、
権
利
f

「

を
保
護
し
な
が
ら 、
大
手
企
外

業
と
も
対
等
な
関
係
を
構
築
ナ

で
き
る 。

サ

こ
の
動
き
は 、
長
崎
瞑
だ
フ

け
で
な
く 、
全
国
の
中
小
企
今

業
に
お
い
て
も 、
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
と
な
る
と
見
ら
れ 、
今
打

回
の
展
開
に
よ
り 、
長
崎
瞑
1

発
の
シ
ス
テ
ム
が
全
国
へ
発
m

信
さ
れ
れ
ば 、
長
崎
瞑
か
ら

発
信
す
る
産
業
面
の
話
題
も
一

増
加
す
る
だ
ろ
う 。
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2016年（平成２８年）10月25日（火）




